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両立支援に係る諸問題に関する総合的調査研究
アンケート調査報告概要

＜調査概要＞
調査目的：仕事と家庭の両立支援をめぐる現状及び課題等について、調査・

分析を行い、今後の仕事と家庭の両立支援に役立てることを目的
として、子育て期の労働者・無業者を対象としたアンケート調査を実
施した。
なお、本調査は、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱に委託して

実施した。
調査対象：未就学の子を持つ男女

（男性正社員、女性正社員、女性非正社員、女性無業（専業主婦））

調査方法：インターネット上でのモニター調査による

調査実施時期：（事前調査）2009年2月13日～2月20日
（本調査）2009年2月19日～20日

有効回答数：4,110件

平成20年厚生労働省委託調査
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＜分析項目＞

• 1.未就学の子を持つ男女の就労状況

• 2.夫婦の就労状況と年収

• 3.働き方の希望と現実

• 4.勤務先の従業員規模と働き方

• 5.最初の子を持つ直前と現在の働き方

• 6.地域別就労環境

• 7.結婚・出産を機とした離職

• 8.職場の両立支援

(1)休暇・休業 (2)短時間・短日(3)看護休暇
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１．未就学の子を持つ男女の就労状況
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性：正社員(n=1,024）

女性：正社員(n=1,028)

女性：非正社員(n=1,029)

女性：専業主婦（ｎ=1,029）

学校を出て初めて仕事に就いて以来、　転職することなく働いている（継続就業：転職なし）

転職はしたが（離職期間は1年未満で）　継続的に働いている（継続就業：転職あり）

1年以上働いていなかった時期はあるが　現在は働いている（再就職）

以前は働いていたが現在は働いていない（中断）

一度も働いたことがない（未就労）

図表１ 男女別就労形態別これまでの就労状況

未就学の子を持つ有業者・無業者（専業主婦）のこれまでの就労状況をみると、
男女ともに、「正社員」では、「継続就業」の割合が高い。女性の「非正社員」では、

１年以上の離職期間を有する「再就職」の割合が７割弱を占める。
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25.2

48.5

21.4

38.4

72.0

51.5

71.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有期契約社員（職員）・嘱託社員（職員）(n=86)

パート・アルバイト(n=828)

派遣社員（職員）(n=101)

在宅ワーク・内職(n=14)

学校を出て初めて仕事に就いて以来、　転職することなく働いている（継続就業：転職なし）

転職はしたが（離職期間は1年未満で）　継続的に働いている（継続就業：転職あり）

1年以上働いていなかった時期はあるが　現在は働いている（再就職）

図表２ 【女性：非正社員】就労形態別これまでの就労状況

女性の非正社員について、さらに細かな就労形態別にこれまでの就労状況を
みると、「有期契約・派遣」では、「継続就業」の割合が、他の就労形態に比べてや
や高い。「派遣社員」は、１年未満の離職を含む「継続就業：転職あり」の割合が高
く、「パート・アルバイト」は、１年以上の離職期間を有する「再就職」の割合が７割

を超える。
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継続就業：転職なし(n=445)

継続就業：転職あり(n=540)

再就職(n=39)

継続就業：転職なし(n=392)

継続就業：転職あり(n=778)

再就職(n=887)

男
性

女
性

150万円未満 150万円以上300万円未満
300万円以上500万円未満 500万円以上700万円未満
700万円以上 わからない／答えたくない

図表３ 男女別これまでの就労状況別年収

これまでの就労状況と年収の関係をみると、男女ともに、「継続就業：転職なし」
で、もっとも年収の高い層が多く、継続就業であっても、「転職あり」では、やや年
収の低い層が増えている。さらに、１年以上の離職期間を有する「再就職」になる
と、年収の水準が低くなる。男女で比較すると、女性の方が、全体に年収の水準
が低い。

２．男女の就労状況と年収
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300万円以上500万円未満(n=438)

500万円以上700万円未満(n=302)

700万円以上(n=182)

150万円未満(n=1,872)

150万円以上300万円未満(n=489)

300万円以上500万円未満(n=400)

500万円以上(n=84)
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性
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性

150万円未満 150万円以上300万円未満 300万円以上500万円未満

500万円以上700万円未満 700万円以上 わからない／答えたくない

図表４ 本人の年収別配偶者・パートナーの年収

本人の年収別に配偶者・パートナーの年収をみると、男性は、本人の年収が
「300万円未満」では、配偶者・パートナーの年収が「150万円以上」の割合が高い
が、その他の年収層では、あまり差がみられない。女性は、本人の年収が低い層
と高い層で、配偶者・パートナーの年収水準が高い傾向がみられる。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員（職員）(n=1,028)

契約・嘱託・派遣(n=187)

パート・アルバイト(n=828)

その他・わからない(n=14)

専業主婦(n=1,029)

就
労

非
就

労

正社員（職員） 契約・嘱託・派遣 パート・アルバイト

その他・わからない 働かない

３．働き方の希望と現実

図表５ 【女性】現在の就労形態別希望する就労形態

女性について、現在の就労形態別に希望する就労形態をみると、希望として
「正社員」で働きたい割合は、現在の「正社員」で86.5％、「契約・嘱託・派遣」で
66.3％、「パート・アルバイト」で27.2％、「専業主婦」で14.2％である。専業主婦で、
「働かない」ことを明確に希望している人は、7.9％に過ぎない。
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図表６ 現在の就労形態別就労時間の現実と希望

就労形態別に就労時間の現状と希望を比較すると、男女共に正社員は、現状
よりも短く働きたい人が多く、ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ社員は逆に現状よりも長く働きたい
人が多い。契約・派遣社員は、現状と希望する就労時間のギャップが小さい。
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男性 （n=1,024）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望は

現実は

仕事に専念 どちらかというと仕事優先 仕事と家事・子育てを両立

どちらかというと家事・子育てを優先 家事・子育てに専念

正社員 （n=1,028）

2.2
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5.5

28.1

30.3

19.346.7

52.3 9.6

2.8
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希望は
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仕事に専念 どちらかというと仕事優先 仕事と家事・子育てを両立

どちらかというと家事・子育てを優先 家事・子育てに専念

図表７ 【男性：正社員】仕事と家事・子育ての優先度：希望と現実

図表８ 【女性：正社員】仕事と家事・子育ての優先度：希望と現実

正社員について、仕事と家事・子育ての優先度の希望と現実をみると、男女と
もに、希望としては「仕事と家事・子育てを両立」させたいと考えているが、現実は、
男女ともに「仕事優先」の割合が高くなってしまっている。特に、男性で、希望と現
実のギャップが大きい。
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図表９ 【女性：正社員以外】仕事と家事・子育ての優先度：希望と現実
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【契約・嘱託・派遣】

【パート・アルバイト】

【専業主婦】

正社員以外の女性の、仕事と家事・子育ての優先度の希望と現実をみると、就労状況によって

希望と現実は異なっている。
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短時間勤務・短日勤務 交代勤務・変則勤務 その他
わからない

４．勤務先の従業員規模と働き方
現在の就労形態別に勤務形態をみると、男性では、従業員規模が大きいほど、

「始・終業時間が一定の通常勤務」以外の多様な働き方の割合が高くなっている。

女性は、従業員規模「100人以下」と「1000人以上」で、「短時間勤務・短日勤
務」等、通常勤務以外の働き方の割合が高くなっている。

図表10 【正社員】勤務先の従業員規模別勤務形態

男性

女性
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図表11 【女性】子を持つ直前と現在の勤務先従業員規模

女性について、これまでの就労状況（継続状況）別に、現在と子を持つ直前の勤
務先の従業員規模をみると、「継続就業：転職なし」では、従業員規模は変わらな
いが、「転職あり」や「再就職」をした層では、現在の方が従業員「100人未満」の
勤務先割合が高くなっている。



13

33.2

18.1

19.1

21.5

2.3

14.6

10.6

9.6

15.4

22.1

28.2

27.4

20.6

44.3

43.1

42.6

25.1

37.2

34.4

33.6

28.5

28.1

12.5

16.3

1.3

1.6

1.3

0.8

3.5

1.1

2.6

1.5

0.7

3.2

8.7

11.1

14.1

10.9 45.9

3.6

6.4

2.1

3.1

21.8

22.2

1.2

15.8

14.1

1.9

4.0

2.1

0.6

1.9

0.7

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100人以下(n=386)

101人以上300人以下(n=185)

301人以上1000人未満(n=144)

1000人以上(n=263)

100人以下(n=705)

101人以上300人以下(n=188)

301人以上1000人未満(n=157)

1000人以上(n=247)

男
性

女
性

30時間未満 30時間以上35時間未満 35時間以上40時間未満

40時間以上50時間未満 50時間以上60時間未満 60時間以上
わからない

図表12 【正社員】現在の勤務先従業員規模別就労時間

正社員について、現在の勤務先の従業員規模別に就労時間の分布をみると、
男性では、あまり差はみられないが、女性では、従業員規模「100人未満」で、「週
30時間未満」の割合が高い。

男性

女性
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図表13 子を持つ直前と現在の就労時間

５．最初の子を持つ直前と現在の働き方

最初の子を持つ直前と現在の就労時間を比べると、男性では、「40時間未満」
までは差はみられないものの、「40時間以上50時間未満」の割合が、現在の方が
長くなっており、それ以上の残業を伴う就労時間の割合は減っている。

一方女性は、現在の方が、「30時間未満」の割合が大幅に増えている。
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6.9

13.3

12.5

10.7

1.3

2.7

1.4

2.8

0.3

0.1

0.4

0.4

0.6

0.5

0.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在(n=1,024)

子を持つ直前(n=1,014)

現在(n=2,057)

子を持つ直前(n=2,729)

男
性

女
性

30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上1時間半未満

1時間半以上2時間未満 2時間以上 わからない

図表14 子を持つ直前と現在の片道通勤時間

最初の子を持つ直前と現在の片道通勤時間を比べると、男性では、ほとんど変
わっていないが、女性は、「30分未満」の割合が増加し、長時間通勤の割合が
減っている。

男性

女性
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６．地域別就労環境

45.8

52.9

55.8

50.1

54.3

47.3

17.9

7.9

10.5

15.5

10.6

7.6

20.3

19.3

15.5

23.3

17.6

21.8

49.5

44.0

45.7

47.9

28.3

21.1

22.6

19.4

22.9

27.6

17.1

32.7

23.2

22.6

19.1

16.8

11.6

11.9

18.1

17.66.7

3.2

4.2

3.7

3.6

4.9

37.0

48.0

1.7

2.1

3.6

2.6

3.2

3.2

0.8

1.1

1.5

1.8

1.8

1.2

12.2

17.9

0.8

2.1

2.1

1.6

1.8

3.4

3.2

1.8

1.6

1.2

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道・東北(n=123)

関東(n=330）

中部(n=190)

近畿(n=168)

中国・ 四国(n=94）

九州(n=119）

北海道・東北(n=251)

関東(n=664）

中部(n=380)

近畿(n=335)

中国・ 四国(n=188）

九州(n=239）

男
性

女
性

35時間未満 35時間以上40時間未満 40時間以上50時間未満

50時間以上60時間未満 60時間以上 わからない

地域ブロック別に１週あたり就労時間の分布状況をみると、男性では「関東」で、
就労時間50時間以上の割合が高くなっている。

女性では男性ほどの差はみられないものの、「北海道・東北」、「九州」で40時間
以上の割合がやや高くなっている。

図表15 男女別地域ブロック別現在の就労時間

男
性

女
性
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71.5

24.5

62.1

41.1

74.5

61.3

76.5

51.8

79.5

60.9

78.7

76.6

26.8

42.7

31.1

38.7

22.3

33.6

20.7

30.9

28.4

19.1

20.5

16.7

13.4

0.0

1.5

17.6

1.3

2.1

8.7

2.9

2.0

2.5

2.1

4.7

25.5

1.6

0.4

0.0

0.0

3.5

0.0

0.8

0.0

3.6

2.1

6.7

1.3

0.0

0.6

0.0

0.5

0.8

1.7

1.1

0.0

0.0

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道・東北(n=123)

関東(n=330）

中部(n=190)

近畿(n=168)

中国・ 四国(n=94）

九州(n=119）

北海道・東北(n=251)

関東(n=664）

中部(n=380)

近畿(n=335)

中国・ 四国(n=188）

九州(n=239）

男
性

女
性

30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上1時間半未満
1時間半以上 わからない

図表16 男女別地域ブロック別片道通勤時間

地域ブロック別に、片道通勤時間の分布状況をみると、男女ともに「関東」、「近
畿」で、片道30分以上の割合が高い。「関東」の男性は、１時間以上の割合も高
い。

男
性

女
性
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2.0

2.3

2.9

2.1

4.9

2.1

0.8

9.8

11.2

20.4

16.0

15.7

11.3

22.0

18.5

22.3

22.1

20.5

26.9

19.6

44.9

37.0

44.0

38.9

55.3

55.0

47.7

50.9

50.8

52.5

41.6

38.3

37.4

40.7

7.0

15.4

7.7

10.6

1.6

0.8

0.6

0.5

1.7

5.5

2.72.7

0.0

1.2

1.6

1.5

1.7

0.0

1.1

1.2

0.0

0.3

4.4

4.4

3.7

1.1

2.1

4.1 43.0

3.8

5.4

6.7

3.2

10.1

7.3

39.7

46.0

0.3

7.4

23.0

1.7

2.2

1.5

3.2

2.2

2.0

3.1

3.8

3.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道・東北(n=121)

関東(n=326)

中部(n=185)

近畿(n=162)

中国・ 四国(n=91)

九州(n=113)

北海道・東北(n=246)

関東(n=644)

中部(n=373)

近畿(n=326)

中国・ 四国(n=185)

九州(n=238)

男
性

女
性

午前6時～(お昼)午後0時 ～午後3時 ～午後5時
～午後7時 ～午後9時 ～午後11時
～(朝)午前6時前まで

図表17 男女別地域ブロック別帰宅時間

地域ブロック別に、就労者の帰宅時間をみると、「関東」の男性で、夜７時以降
の帰宅割合が高い。女性では、「中部」で夕方５時までに帰る割合が高い。

男
性

女
性
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図表18 地域別親との同居・近居状況

地域ブロック別に、親との同居・近居状況をみると、「近畿」、「九州」、「関東」で、
同居の割合が低く、「関東」、「北海道・東北」で近居の割合が低い。また、「関東」
では、同居・近居もしていない割合が高く、子育て等について親族からのイン
フォーマルな支援を受けることが困難な状況にあることがわかる。

22.2

47.9

31.1

12.3

46.3

42.5

57.7

22.7

63.1

28.7

18.8

60.5

21.5

12.2

59.3

28.9

22.1

8.8

0% 20% 40% 60% 80%

同居している親がいる

近居している親がいる

いずれにも該当しない

北海道・東北(n=499) 関東(n=1,326) 中部(n=761)
近畿(n=670) 中国・ 四国(n=377) 九州(n=477)
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７．結婚・出産を機とした離職

5.4

4.7

4.3

2.9

1.2

86.0

33.2

4.1

34.0

7.7

16.8

32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚を機に退職した

一人目の子の出産後に退職した

一人目の子の妊娠中に退職した

二人目以降の子の妊娠・出産前後
に退職した

子どもを産むために（一人目の子
の）妊娠前に退職した

上記以外の時期または理由で退
職・転職した

男性（n=579） 女性（n=2,670）

結婚・出産を機とした離職経験をみると、女性では、「結婚」や「一人目の子の妊
娠中」に、それぞれ３割強の退職経験がある。女性について、さらに、最初の子を
持つ直前の就労形態別にみると、出産前に非正社員だった女性で、特に、「一人
目の子の妊娠中」や「結婚」時の退職割合が高い。

図表19 男女別離職理由 図表20 【女性】子を持つ直前の就労形態別離職理由

29.6

21.2

16.2

8.7

6.7

38.4

48.3

41.6

19.4

25.8

7.3

1.5

0% 20% 40% 60%

一人目の子の妊娠中に退職した

結婚を機に退職した

子どもを産むために（一人目の子

の）妊娠前に退職した

二人目以降の子の妊娠・出産前

後に退職した

一人目の子の出産後に退職した

上記以外の時期または理由で退

職・転職した

正社員(n=1,319) 非正社員(n=972)
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図表21 【女性】子を持つ直前の就労形態別妊娠・出産前後に退職した理由

39.0

42.5

7.2

9.2

4.7

7.7

26.1

16.4

2.6 9.0

6.2

9.8

13.21.5

1.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員(n=721）

非正社員(n=666）

家事、育児に専念するため、自発的にやめた
結婚、出産、育児を機に辞めたが、理由は結婚、出産等に直接関係ない
夫の勤務地や夫の転勤の問題で仕事を続けるのが難しかった
仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の難しさでやめた

子を持つ前と仕事の内容や責任等が変わってしまい、やりがいを感じられなくなった（なりそうだった）
解雇された、退職勧奨された
その他
特にない

「これまでの退職経験」として、妊娠・出産前後に退職していた女性について、妊娠・出産前後の時期に
仕事を辞めた一番の理由を聞くと、正社員・非正社員ともに、「家事、育児に専念するため、自発的にや
めた」の割合が高いが、正社員では、「仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の難しさでやめた」との
回答割合も高い。
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65.4

49.5

45.7

25.0

22.9

20.7

19.1

18.1

18.1

6.4

48.6

35.8

18.3

26.6

27.5

12.8

5.5

38.5

33.0

40.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務時間があいそうもなかった（あわなかった）

職場に両立を支援する雰囲気がなかった

自分の体力がもたなそうだった（もたなかった）

育児休業を取れそうもなかった（取れなかった）

子どもの病気等で度々休まざるを得なかった

保育園等に子どもを預けられそうもなかった（預けられな

かった）

会社に育児休業制度がなかった

つわりや産後の不調など妊娠・出産にともなう体調不良

のため

家族がやめることを希望した

その他

正社員(n=188） 非正社員（n=109）

図表22 【女性】子を持つ直前の就労形態別続けたかったが辞めた理由

さらに、「仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の難しさでやめた」と回答した人を対象に、
具体的な理由を聞いた。「正社員」では「勤務時間があいそうもなかった」、「職場に両立を支援
する雰囲気がなかった」が多く、「非正社員」では、それらに加え、「育児休業を取れそうもなかっ
た」、「つわりや産後の不調など妊娠・出産にともなう体調不良」でやめた割合が高い。
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男性 （n=1,024）

16.4

10.6

36.1

26.5

15.5

12.8

9.8

11.4

7.7

7.3

2.4

5.4

8.8

17.1

8.6

41.2

34.4

21.8

22.6

23.4

24.3

22.9

22.9

21.4

21.4

18.1

15.8

10.6

27.0

25.4

34.4

38.5

39.6

40.6

43.6

44.1

79.4

54.4

43.5

34.4

55.3

14.5

23.9

15.1

25.6

26.7

24.4

27.7

25.0

27.3

27.1

10.0

29.9

29.7

32.7

25.5

10.4

8.2

31.1

27.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a．育児のための休業制度

b．介護のための休業制度

c．配偶者・パートナーの出産時の休暇制度

d．妊娠時の休暇制度

e．子の看護休暇制度

f．育児のための短時間・短日数勤務制度

g．介護のための短時間・短日数勤務制度

h．育児・介護のための始業・終業時間の繰上・繰下制度

i．育児・介護以外を目的とする休業制度（ボランティア目的
の長期休業、学業・教育訓練目的の長期休業など）

j．育児・介護以外を目的とする短時間・短日数勤務制度

k．在宅勤務（オフィスに毎日は出勤せず、自宅で勤務するこ
とを認める働き方。部分的（週1回程度）な在宅勤務も含む。）

l．正社員から非正社員（パート・アルバイト・契約等）への転換

m．非正社員（パート・アルバイト・派遣・契約等）から正社員へ
の転換

n．再雇用制度

o．勤務地限定制度（特定の社員について、勤務地を限定する
ことを認める働き方。一定の期間だけの勤務地限定も含む。）

利用しやすい 利用しにくい 制度がない わからない

女性 （n=2,057）

39.8

16.7

22.1

34.1

27.3

27.4

13.3

23.2

9.9

12.8

5.5

13.7

11.5

15.5

8.8

15.0

16.8

16.6

15.6

16.8

18.2

16.0

15.6

14.5

13.8

8.6

16.0

9.4

34.4

31.0

33.9

34.2

37.0

36.4

43.5

42.2

76.5

40.3

37.9

34.7

48.1

16.2

32.4

27.0

19.3

22.0

20.2

33.7

24.8

32.1

31.2

12.2

37.4

34.6

40.4

36.96.1

5.8

34.1

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100

a．育児のための休業制度

b．介護のための休業制度

c．配偶者・パートナーの出産時の休暇制度

d．妊娠時の休暇制度

e．子の看護休暇制度

f．育児のための短時間・短日数勤務制度

g．介護のための短時間・短日数勤務制度

h．育児・介護のための始業・終業時間の繰上・繰下制度

i．育児・介護以外を目的とする休業制度　（ボランティア目的
の長期休業、学業・教育訓練目的の長期休業など）

j．育児・介護以外を目的とする短時間・短日数勤務制度

k．在宅勤務（オフィスに毎日は出勤せず、自宅で勤務すること
を認める働き方。部分的（週1回程度）な在宅勤務も含む。）

l．正社員から非正社員（パート・アルバイト・契約等）への転換

m．非正社員（パート・アルバイト・派遣・契約等）から正社員へ
の転換

n．再雇用制度

o．勤務地限定制度（特定の社員について、勤務地を限定する
ことを認める働き方。一定の期間だけの勤務地限定も含む。）

利用しやすい 利用しにくい 制度がない わからない

図表23 【正社員：男性】職場の両立支援制度 図表24 【正社員：女性】職場の両立支援制度

職場の両立支援制度の整備状況や利用しやすさを、正社員の男女についてみると、「育児の
ための休業制度」や、「子の看護休暇」、「育児のための短時間・短日勤務」などは、女性の方が
「利用しやすい」と答えている。しかし、一方で女性は「わからない」と答えている割合も高い。

８．職場の両立支援制度
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53.2

5.2

53.2

31.9

88.4

73.9

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年次有給休暇制度

産休

育児休業制度

その他の休暇・休業制度

男性（n=402） 女性（n=1,060）

 平均取得日数 平均希望日数（n=607） 

年次有給休暇制度（n=214） 4.7 日 

育児休業制度（n=21） 5.0 日 

その他の出産休暇制度（n=154） 2.6 日 

 

22.7 日 

 

3.2 7.0 12.4

6.8 14.7 14.01.5 3.1

14.9

6.9 21.3

31.0

31.7

26.3 4.0 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実際

希望

　1ヶ月未満 　1ヶ月から3ヶ月未満 　3ヶ月から6ヶ月未満 　6ヶ月から9ヶ月未満

　9ヶ月から12ヶ月未満 　1年から1年半未満 　1年半から2年未満 　2年以上

（１）出産時の休暇・休業制度

図表25 男女別休暇・休業取得状況

図表26 男性の制度種別取得日数と希望日数

図表27 【女性】育児休業取得期間と希望期間(n=783）
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41.8

52.3

55.3

48.9

10.8

23.6

21.1

19.3

2.4

4.5

39.6

17.8

18.1

25.0

1.7

1.1

1.8

3.2 1.7

2.0

1.1

1.3

2.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35時間未満(n=1,047)

35時間以上40時間未満(n=398）

40時間以上50時間未満(n=459）

50時間以上(n=88）

始・終業時間が一定の通常勤務 フレックスタイム勤務 裁量労働

短時間勤務・短日勤務 交代勤務・変則勤務 その他・わからない

50.2

44.0

29.3

31.0

12.7

23.5

18.6

41.4

3.6

6.9

29.3

27.2

47.1

17.2 0.0

1.8

2.9

0.0

2.2

1.2

3.4

1.4

2.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満(n=1,353）

30分以上1時間未満(n=493）

1時間以上1時間半未満(n=140）

1時間半以上(n=29)

始・終業時間が一定の通常勤務 フレックスタイム勤務 裁量労働

短時間勤務・短日勤務 交代勤務・変則勤務 その他・わからない

（２）短時間・短日勤務

図表28 【女性】本人の現在の就労時間別希望する勤務形態

図表29 【女性】本人の現在の片道通勤時間別希望する勤務形態

女性の現在の就労時間別に、希望する勤務形態をみると、「35時間未満」と「50時間以上」で
「短時間・短日勤務」の希望割合が高い。通勤時間でみると、通勤時間「１時間以上１時間半未
満」で「短時間・短日勤務」の希望割合が高い。
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31.7

13.6

14.7

11.9

14.2

12.8

3.3

2.3

22.0

25.1

35.2

38.2

43.6

43.7

1.9

1.2

1.3

2.0

11.1 1.0

2.0

2.3

0.0
0.8

2.3

7.4

4.7

3.4

4.6

5.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35時間未満(n=118)

35時間以上40時間未満(n=259)

40時間以上50時間未満(n=842)

50時間以上60時間未満(n=641)

60時間以上70時間未満(n=314)

70時間以上(n=391)

始・終業時間が一定の通常勤務 フレックスタイム勤務 裁量労働

短時間勤務・短日勤務 交代勤務・変則勤務 その他・わからない

女性の配偶者・パートナーの現在の就労時間別に、女性が希望する勤務形態をみると、配偶
者・パートナーの就労時間が長いほど、「短時間・短日勤務」の希望割合が高い。本人の就労時
間や通勤時間よりも、顕著な傾向がみられる。

図表30 【女性】配偶者・パートナーの現在の就労時間別希望する勤務形態
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31.8

16.9

17.2

14.6

3.0

6.9 0.7 8.633.0

33.1 7.0

9.8

1.0

9.5

0.0

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実際（n=302）

希望（n=591）

1歳になるまで 2歳になるまで

3歳～小学校にあがる前まで 小学校1年生が終わるまで

小学校3年生が終わるまで 小学校6年生が終わるまで

中学生の間 子どもの年齢にかかわりなく、手がかからなくなるまで

正社員

13.6

14.4

11.6

23.5

27.8

13.433.2

29.5 13.6

13.7

4.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実際（n=302）

希望（n=591）

4時間以内 5時間 6時間 7時間 日によって異なる 短日勤務なので1日あたりは　通常勤務と同じ

図表32 【女性：正社員】短時間・短日勤務利用期間の実際と希望

図表31 【女性：正社員】短時間・短日勤務利用時間の実際と希望

実際に短時間制度利用の多い女性の正社員について、利用時間や期間の実際と希望を聞い
た。時間については、実際には、「６時間」や「７時間」の割合が高いが、希望としては、「６時間」
と「５時間」の割合が高い。

期間については、実際には、「３歳～小学校に上がるまで」と「１歳まで」の割合が高い。実際に
比べて、希望の割合が高いのは、「小学校６年生が終わるまで」である。



28

63.2

51.5

44.1

32.4

27.9

23.5

17.6

16.2

10.3

4.4

1.5

77.4

65.5

71.6

49.0

37.7

36.3

15.3

17.4

8.1

6.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

仕事を効率的にすすめること

仕事の質を落とさないこと

決めた時間に確実に仕事を終えること

職場の同僚とのコミュニケーション

上司とのコミュニケーション

職場の同僚・上司に仕事を引き継げるよう
仕事内容をみえるようにしておくこと

スキルアップをはかること

決めた時間に仕事が終わらなくても、確実に帰ること

顧客や取引先とのコミュニケーション

他の制度利用者とのコミュニケーション

その他

男性（n=68） 女性（n=443）

図表33 短時間・短日勤務をする上で心がけていること

短時間勤務で働く場合に、心がけていることとしては、男女ともに「仕事を効率的にすすめるこ
と」である。女性の方が、全般に意識している割合が高く、「決めた時間に確実に仕事を終えるこ
と」、「仕事の質を落とさないこと」などの回答割合も高い。
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13.8

17.4

12.5

17.5 5.3

6.3

0.4

0.2 38.6

31.8

28.7

27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
（n=1,024）

女性
（n=2,057）

短時間・短日で就労時間が減った分の給与は減るが、評価は仕事内容に応じてなされる

短時間・短日で就労時間が減った分の給与が減り、評価も通常勤務者と比べて低くなる

短時間・短日でも、給与は減らず、仕事内容に応じて評価なされる

その他

どのように評価されるかわからない・知らない

制度がないので答えられない

38.4

34.6

32.5

21.3

20.9

18.2

15.7

11.7

2.3

9.8

0% 10% 20% 30% 40%

時間は減らしても仕事内容・量が変わらないこと

時には残業したいができないこと

実際に、決めた時間に帰れないこと

責任ややりがいのある仕事ができないこと

仕事内容・量に対して評価が低いこと

昇進・昇格が遅れること

キャリアアップの道が見えなくなること

職場の上司・同僚の理解が得られないこと

顧客や取引先の理解が得られないこと

その他

図表34 短時間・短日勤務をしていて不満なこと（n=511：男女計）

図表35 短時間・短日勤務の評価

一方、短時間勤務で働いていて、不満なこととしては、「時間は減らしても仕事内容・量が変わ
らないこと」、「時には残業したいができないこと」、「実際に決めた時間に帰れないこと」などが上
位にあげられている。また、短時間勤務で働いた場合の評価については、「どのように評価され
るか知らない」との回答割合が高い。

注：制度未利用者も含む。
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6.0

1.0

6.2

57.6

5.9

46.5

2.6

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年次有給休暇

看護休暇（有給）

欠勤

看護休暇（無給）

その他

男性（n=417） 女性（n=1,397）

40.7

24.6

20.6

2.8

1.8

1.3

0.6

45.7

67.9

21.7

40.7

4.3

2.1

2.3

1.3

23.2

0% 20% 40% 60% 80%

自分が仕事を休んだ

配偶者・パートナーが仕事を休んだ

子の祖父母等親族に預けた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッター・ファミリーサポート
センターを利用した

知人・友人に預けた

その他

上記のようなことは、いずれもなかった
／働いていなかった

男性（n=1,024） 女性（n=2,057）

（３）看護休暇
子どもの病気時の対応としては、「自分が仕事を休んだ」割合が高く、女性で67.9％、男性で

40.7％である。「自分が休んだ」と回答した人について、昨年１年間に何日看護のために休んだ
かをみると、平均日数は、女性で９日、男性で３日である。

休みをとった場合の休暇の扱いとしては、男性は８割以上が「年次有給休暇」、女性は６割弱
が「年次有給休暇」、５割弱が「欠勤」となっている（女性には、非正社員が含まれる）。

図表36 子どもの病気時の対応 図表38 利用した休暇制度等

図表37 子どもの病気時の対応別日数／年間 （単位：日）

自分が仕事を
休んだ

配偶者・パー
トナーが仕事
を休んだ

病児・病後児
保育を利用し
た

ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ・
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ
ｾﾝﾀｰを利用
した

子の祖父母
等親族に預け
た

知人・友人に
預けた

男性 3.16 8.91 5.17 12.00 11.09 3.62

女性 9.05 3.60 6.18 13.72 10.64 2.74

年次有給休暇
看護休暇
（有給）

看護休暇
（無給）

欠勤

男性 3.81 2.57 4.50 3.88

女性 7.51 5.99 8.16 9.50

図表39 休暇制度等別利用日数／年間 （単位：日）

注）図表37、39は、それぞれ「病気時の対応をした者」、
「制度を利用した者」についての平均利用日数。
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